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2011年4月11日《No.2524》
東日本大震災対策ニュース　№15
陸前高田市と大船渡市で支援物資配達や

被災した市役所支所の引っ越し、診療所復旧に奮闘
― 全法務・中坊書記次長のボランティア活動報告 ―

全労連・国公労連や民主団体などでつくる「全国災対連共同支援センター」によるボランティア派遣の第１陣（4月7～12日）に参加している、全法務・中坊書記次長の「ボランティア活動報告」を紹介します。

 《4/7》岩手・大船渡市に到着した夜、マグニチュード7.4の余震

　全労連会館１階ロビー（東京・お茶の水）で出発前集会を行った後、午前10時、共同支援センターのボランティアバスに乗り込み、岩手に向かって出発しました。岩手県大船渡市三陸町へは９時間の道のりです。高速道路は、新しいアスファルトで舗装されている場所が所々にあり、地震の大きさを物語っています。

　水沢インターを降りるとしばらくは山道を進んでいきます。まだ道端には雪が残っています。東京や仙台では、日中20度まで気温があがりましたが、肌寒くなっています。

　19時40分、今日の宿泊地、あづま荘に到着しました。宿は高台のうえにあり、無事でしたが、その一帯は津波の被害にあっています。宿は、電気と水道は復旧しており、ガスはプロパンガスでした。23時にはマグニチュード7.4、大船渡市で震度６弱とこれまでで最も大きな余震がありましたが、みんなで力を合わせ明日から本格的にボランティアで奮闘したいと思います。

 《4/8》陸前高田市で支援物資を
配達 － 物資は足りていない
ボランティア活動１日目。夜中の地震の影響で、あまり眠れない状況でしたが、それは被災者も同じ、頑張っていきます。

　今日の作業は、陸前高田市で、地元の民商（民主商工会）のみなさんと支援物資の配達です。

　途中の道のりでは、三陸町、大船渡市の状況が目に入ってきました。報道されてはいましたが、いざその場にたち、自分の目線で見てみると想像以上に厳しい状況がわかります。私たちの前か
ら現地入りされている方は、「この情景を毎日みているだけで体力が消耗される」と話していました。

　民商の方も今日が最初の活動で、やり方を手探りでやっていきます。物資を車に積み込み、被災をまぬがれた地域で孤立している集落に向かいます。宣伝カーで放送すると、はじめはまばらに集まってきました。そのうちに、子どもらをあわせると50人以上の大盛況。車２台分の物資が30分程でなくなりました。

　集まってきた方から、「今度はいつ来るんですか」と聞かれました。報道などでは、物資の過剰も言われはじめましたが、まだまだ物資は足りていません。

 《4/9》大船渡市役所三陸支所の引っ越し作業を支援
　ボランティア活動２日目。きょうは、大船渡市役所三陸支所の引っ越し作業を手伝います。三陸支所は街中より高台にありましたが、２階まで床上浸水の被害を受け、建物は取り壊すこととなり、一時、旧崎浜小学校で再開します。

　この町は、大きな水門を築き、津波への対策を行ってきました。この水門を他の県から視察にきたほどです。しかし、その水門を超えて津波が襲ってきました。幸い、地震が発生してすぐに住民の多くは高い場所に避難していました。支所の方は、「他の自治体は、津波対策を見直す必要
がある。とくに西日本は、ここまでの津波対策を
していない」と語ってくれました。

　午前中は３階の資料室にある町史などを運びやすいように廊下に並べました。午後から全労連の小田川事務局長も駆けつけて、作業に合流しました。２階の資料室の整理では、土地台帳や区画整理図面など、馴染みの深い資料があります。これらが復興後の町に役立つでしょう。

　一緒に作業を指示してくれた支所の方は、自分の父親が依然行方不明とのことです。その方は父親の行方を気にしながらも作業を優先していました。このような方々の活躍により、早い復興が可能となるのでしょう。


《4/10》越喜来診療所を復旧－
所長さんが語る「津波てんでんこ」

　ボランティア活動３日目。肉体労働で少しずつ身体に疲労感がでてきています。今日は、明日から開院する越喜来（おきらい）診療所（大船渡市三陸町）の復旧を手伝います。

　最初は車庫に置かれているベットや棚などを出して、水洗いする作業です。水洗い後、ベッドなどを消毒の終わった部屋に運び込みます。ベッドや薬品などが並べられていくと徐々に病院らしくなってきました。

　午後からは車庫のそうじになりました。車庫には津波で流れてきた木材やガレキがたまっています。軽トラックに載せて、廃棄場所へ持っていくと、みるみるうちに片づいていきます。最後に水で流すとうそのようにきれいになりました。

　診療所の所長さんから、「津波てんでんこ」という言葉を聞きました。これは「地震のときは津波に襲われるから、他の人のことを気にせず、逃げられる人から逃げなさい」という昔から地元に伝わる言葉です。「診療所の隣のパン屋の娘さんが、おばあさんを迎えに行ったために亡くなりました」と悲しそうに語ってくれました。

以上
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【救援カンパの振込先】


中央労働金庫　新橋支店（普通）2255113　名義：国公労連２


注）この口座は大震災への救援カンパ専用です





孤立している集落に支援物資を届ける





２階床上まで津波にのまれ引っ越しを余儀なくされた大船渡市役所三陸支所





車が屋根に打ち上げられたままの診療所周辺
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